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補足

名称

名称

補足
人

計画値

人

実績値
単位

計画値
亀山市地域社会振興会運営費補助金の交付
補助金の交付

青少年研修センター及びスポーツ研修センター利用者数

青少年研修センター及びスポーツ研修センターの年
間利用者数

③

名称

補足

２８年度

24,834
千円

58,177

23,785
千円

64,178

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 企画政策室長　豊田　達也

目
的

概
要

（公財）亀山市地域社会振興会に事務局費、青少年研修センター運営費、スポーツ研修センター運営費の補助を行
う。

（公財）亀山市地域社会振興会へ補助金を交付することにより、（公財）亀山市地域社会振興会が公益的事業を安
定して実施し、市民へのサービス向上と福祉の増進に寄与することを目的とする。

２７年度

総コスト 25,566

一般財源 25,518 24,834

732 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

受益者負担額

⑤
事
業
の
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総合判定

（公財）亀山市地域社会振興会に適正な補助金を交付したことで、青少年研修センターについては、各種文
化団体を含め、広く自己学習、社会教育、生涯学習などの活動の場として利用され、地域の社会教育の振
興が図られた。また、スポーツ研修センターについては、各種スポーツ団体を含め、広く健康の維持増進及
び武道への意欲を高める場として利用され、スポーツも振興が図られた。

Ｂ
まずまず進んだ

青少年研修センター、スポーツ研修センターともに施設の老朽化や使い勝手の悪さへの対応が課題となっている。また、
ヨガ教室の開催数を増やす等、収益事業も行い、円滑・安定した財団の運営に取り組んでいるが、青少年研修センター及
びスポーツ研修センターの利用者数の減少に伴い、使用に伴う収入が減少していることから、円滑・安定した財団運営の
向上が課題である。

　施設・設備の老朽化に伴う改修については、優先順位を定めて計画的に進めるとともに、利用者・料金収入の増加に向
けた取り組みや他会計における自主財源の確保について、（公財）亀山市地域社会振興会に促していく。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 732

④
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・
実
績

年度計画 年度実績
亀山市地域社会振興会運営費補助金の交付
　事務局運営費　　　　　　　　　　　　　  11,541,370 円
　青少年研修センター運営費　　　　　　  4,860,000円
　スポーツ研修センター運営費　　　　　  8,432,136円
　 合  計　　　　　　　　　　　　　　　　　　  24,833,506 円

　青少年研修センター年間利用者数　　　　41,507人
　スポーツ研修センター年間利用者数　　  16,670人
 　合  計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 58,177人

県支出金

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.10

人
件
費

総人件費 732
事業費 25,518 24,834 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額
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概
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対象 （公財）亀山市地域社会振興会

③
指
標

施策の方向 04:行財政改革の推進 項 総務管理費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 一般管理費

施
策
体
系

基本施策の大綱 06:行政経営 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 01:自立した行政経営の推進 款 総務費

単位

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 企画総務部
02010-1 地域社会振興会運営事業 室名 企画政策室


